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兜（島津家伝米）

品名 ：兜 (,Iぷ It'.家伝米 ）

所蔵： メトロポ リ タン文印扉f,;

J法 ：最大長44 . 2cm 最大 l~,'t\ 52cm j •,',•j さ 27 . 4cm
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兜（島津家伝来）

i',i', 名：兜(,「, : j i It, 家 ）

所）1泌： メ ト ロ ボ リ タ ン尖帥直f,; ア メ リ カ 合衆 11 ,. 1

法 ： J:.: : 蔽人・艮44. 2cm 最大 11w; 52 cm 1 ', ' ,•j さ 2 7 . 4cm 

）り］・ Ji':品 番 ',; - : 14.100.44 

はじめに

漆公修復家
I I I II iヽ和IIJ=j 

在外 11 本 古文術，恰修似協）J れ業 ( I 盗 ） のうち 、 アメ リ カ 合衆 I 1qｷ メ ト ロボ リ タン ）こ術舟\J りj· ; ,泌 兜 (r.:j 

i Ii:ｷ 求 ） の保イ（修判！が、東京文化財飢究所第修似ア トリ 工 に於 しヽ て 1 0 か ） ］ 余 り を 経て 平成 1 5 年，・3 J l 20 11 に

辺 I ~ した 。

の報古: I り は、 保イ（修JIi l_ で得 ら れた新知兄 を記録に ま とめた ものであ る 。 現査料の 1呆イ［修 J叶！．に あた り、

又化財修Jll)_ 小¥睾.:i i~'虹氏の協力 と 具 に 』）j I i" を 頂 いた 。

概要

II 本の 'I' 宵は武器の発辻や戦祉、·の変化に より、各II炉代 fo にぶ,~ 々 な材質、 技法、 形態、 心屑が変化 し緑け

,_ 。

平安、鎌介期では騎、！！うか ら 号 を射 る 騎、！炒戦が j :_流 とな り、 経！験 に ） I~ つ゜ き 創 瓜 I ・・ 大 さ i し た祈形式の 人 各'ii が

作 られ る ようにな っ た 。

南北側の 11、'i=代 は 山城が多 く築かれ、戦い も 闊地戦や城攻めが L流 とな リ 、徒歩戦に向いた 'I I '1 り が求めら

i し た粘呆、 足揺 きが ( III I で腎砿な JJH 丸 と ）j及巻が L流 とな っ た 。

）心イ ．．の 凡期では、）JI吋丸、）l距巻 は装飾＇『I : に 位；み 1'j'r; )鬼 で あり、 兜 は筋兜から jl 11 f 古 陀形笛j 兜へ移 1 fｷ した 。 以

後 、 II 本 各地では隆乱が絶えず、戦Iふti は糾織化さ れた足 iii苓 trn 隊が ド流 とな リ 、 戦 1か:,―J)j iL も 鼓柏、鉄仰の使

川 に よ る 祉歩中心の集団戦と なるにつれ'I' 肯 の製作 も 筒使化が災求 さ れた 。

鉄砲の 出況によ り、 甲 胄は従米の 艮い、1ば を残し人 き く 改良 が成 さ れた ' 1 '1 Ill: 具足が作 ら れ る ようにな っ

た 。 ' 1 '1 111.ｷ 具足 は身休の各部分 を 隙間無＜防設する ·]'; に 屯 、, ,', ,: を お い た 甲 胄 である 。

- の , ' '1 II 、ふ、各）ゞ名や武将の間では、斬新で奇抜な邸屑 を凝 ら し、 1 lr'i l 』 It的で、かつ 'X 川本イ｛［の リじが流1 f- し

,_ 0 

iU i JIが代の初期には、欽砲の技術' (I~、)|―川上により、 'I' 胄 の鉄地 を ）？くした ものへの試 し限ちが流1J' し た 。

こ の、弾眼がつ け ら れた 1ード 冑を 4菜呉足と称した。

至町 11か代後期か ら 江戸 II ,'「代前期煩までは実川 的で1洲略 された兜か多か っ たが、以後は 'IL和 な JI,軒代が紬

、 甲 肯＇ の必災が無く なる と、）又 っ で1炭古的復古訓で装飾的な lド 冑 が女［ まれ製作さ れる よう にな っ た 。

甲 胄 は武—卜の戦場における 1附れ姿であり、死装束で もあ っ たの でうし祖の魂の こめ ら れた造品と し で家 名

紺ぷの し る しとされた。

視査料 も 、南北朝II寺代後期か ら奎町IIか代前期にかけて製作された島店I': 、家の迅晶である鉄鉢を川 い、 i Iｷ. J ; 
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時代後期に懐古的伐 古謁l で製作された兜である 。 しかし 、 i LI illふ代 も 木期になると 、 1J Lj if武戦法などが採

用された事によ っ て、機敏な{i)J作が I I¥: : 災 とな リ、 甲＇青 の必災性が薄 ら い できた 。

現資料の特徴 として）叶庇 、 吹返、 しころの 部分には、 本のローラに又様 を 刻み込み、紙や ， '1「 などを快み

込んで圧縮し 11111111 の 文様 を付けるエンポス技術を 川 いて文オ贔が付けられた ， 1化が川 いられておリ、雁丈を辿

ると 50砂和州のヨー ロ ッパに遡 る 。 1 ・・・ イ父虹族、 .'i= I院 などの札翌や ）~J I : に 使われて し ヽた装飢i ,•, 閏 A :i'だが17 111 :紀の

半ばに H 本 に渡米 し、 令）,lf-,'化 と 呼ばれ人変珍直された。 しかし、況賓料のしころ 部分に施 された 11111州 の 文

様表而には 、1且漆が喰ら iしており 、 ヨー ロ ッパの ），lf- ,,,1,: には兄 ることの 出米な い II 本独 , , , の漆 ）,l f· ,i化 とな っ て し

る 。

漆は;, i 化怜 11午代 に桜祈剤 として川 いられ、 縄文 11か代 には唸料として、公飾的に黒漆と朱漆などで鮮やかに

色分けされた 1沿怜、木）l合漆岱なども 出, -. して い る 。 このように数丁- ィト も i''," か ら 接li剤や喰料として川 し‘

れてきた漆は、ウルシオ ール、水分、 ラッカ ー ゼ、 ゴム質か らな り、 ラッカーゼが窄氣 I 卜 の酸索 を 吸収

し、ウル シ オ ールを硬化させる (i,', /1.J文 20 ~25℃、 湿炭75~85% がラ ソ カ ー ゼの蚊も 活発に働 < 1!11!.i,111し であ

ろ ） 。

漆ぱ光令に硬化すると、酸、アルカリ、溶剤などに似伐 さ札る • j,;. なく 、 IW水性、 IWJ/翡性 に俊れている 。

漆を裕布する .!.j ¥. により索地ふ(1i を 丈火にし 、 また、装飾 として冷られた漆には螺釧、蒔絵、彫漆、沈令、

キンマなどの多くの加飾技法が生み 出 され索地衣而 を飾 っ た 。 4れ に d、I/絵は II 本独 , , , の技法であり、他の 11 ,.1

では兄 る ＇ド は 出米ない 。

こ の様に、 1装れた索材である漆を I 1:.I の イ{-L.'...:を ） ， ：ぷする 武具 に施す ' ]\" は極めて重災かつ 白 然のことであ

り、我が1 1,. 1 独 , , , の 、 ー1'1'1_; )厖 で 爪灼感のある II I', り が各 11、乍代 fo・： に誕牛した 。

H 本で出, -. した最も 古 い n 屯な費料 として ぷ味 をもつ漆喰 り の武具 に i'rr~ I笛l の イ） l場迅跡から発掘 された、

弥生後期に儀式川 として使川 されたと 息われる 木製 i'州 で漆が冷ら iした知 111 の残欠がある 。 表而には幾何·· ;を

文様が彫 ら れ朱漆 と 黒漆で色分け さ i してお り、 ,-. に りl|} らずに残 っ たのは、 極めて児例であ る 。

形状・品質構造

現査料は、鉄鉢を除き、＇が町 II炸代の札~武 を I'.か んだ懐 古的似 古，似！で製作されて しヽ る 。

鉢の形状は、 総 ,•,':j 27. 4cm、)氏径削後44.2cm、)贔 i52cmであ り、鉢の板の矧 ぎ ）j は後 ii :_ I I I の板か ら ） ， ．．．れ に

正ねて矧いでいき 蔽期は IiI j ii ・・・ 中 板 に‘ り る 部分で張り fY( めていく ）j法で製作され、鉢の 似に はil吸巻板 をま i

す。

星は鉢の矧板 を 留める 鋲煩のことで、視賽料のように糸Illかな足がた＜さん打たれたも のを 4、'i: に集糸祈、肱

星などと 占う 。

現査料は、 ―,:_ , - -_ j/\j星兜であ り、 令（本 に 4 62の足か打たれてある 。 鉄鉢に打たれてある 462箇の 内 、 ~ u i 

時代後期煩に祈 しく 1· r た i し た星が、 1i1i i1:_,1, の矧板の 3 枚、後 正,,, の矧板の 2 枚、 腰巻 に接した矧板の間辺

に 139悩~i 認め ら i した 。

八幡咆の癸）,y には t彫り か施され 7 111111 の 心'i さがあ り、星鋲をも っ て鉢に nかれ鉢災で留められている 。

その」．．の イし を 11 I 心 として 菊）1、·,~ を 爪： ね、 小刻）Af付 1ミ緑の順 に 成 っ てお り 総 似il .6 5cm の 装飾的な八 幡）人iりであ

る 。天辺｛しの 内径は2 . 2cm ある 。

後正 I I の板には、笠印の小旗が付けら i した とさ れる笠印付鍛が付けられ、鉄鉢の低い位凶 に尊限の fしが4

i怜［所付け ら れてあ ，oJ 0 

鉢のよ令 1(1i に摺り漆が施 さ れIW錆処J・用 さ i してあるのでイ·'1し： か に渋味の ある光沢が見られる 。
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Makin)! a workin_g stand Making ;i working sl;111cl 

,,2 兜の受 け台製作(3) 53 兜の受 tr台製作(4 )
M,1king a working sland Making a working st;1ncl 

こべりか」

) 1' / 庇の形 に沿 っ て 中央に渡 り物の絵 ：＇，ど と ） ， ';-J IJ 1: 1 の小緑 杯．．．には 炉，" {i'1 i :', し：と 呼ばれた ｛，＇,：．が貼 られ、 絵 :'r: と 小緑砧

は紺、 il} i 貨 、 I' I 、 紅の 4 色の糸によ る 伏糾みで綿い付けら れ、鋲叫が桜の形 を し た 9 箇の小桜鋲で紹めら

れてお り、 際には金具廻 りが施 され、裏側 に は朱のビ ロ ー ドが貼 られ鮮やかである 。 小緑 :'r: (,,",; l1l'i :'rt) 

は、絵 ：}: の祉j強 と 装飾を兼ねた 、 1 cm甘り後の緑 ｛，＇·：で糾地 に (•; /, li 又 を I'I 抜 きに した 1}:で あ る 。

鉢裏 には、鉄地に直接金箔が摺 り漆で貼 ら れて お り、 11'1:接鉢に叫が触れぬ よう に 卜文字 ，＇化が張 ら れ、 更
ももえ

に ち り めん布のよ而 を命1-1」 かく縫い上げ る ことで丈夫にする 、 「 I可正刺 し 」 と 呼ばれ る 手法で縫われた布 を

川 い、叫にかか る衝撃を緩和し た 内張 りがされてある 。

腰巻には、鹿ルが！砧 られ、 根割れの鋲で13箇所mめ ら れており 、）1麟',: と 内張りの突き合わされている部
じゃばらふせぬい

分 に 臼と「I} i黄の二本の捻り 糸 を並べて縫い付けた蛇腹伏縫が施されてあ る。
兜 を 固定させ るのに腰巻の左右側面i 中心か らやや届庇奇りに 2 箇所、 後正中 に 1 箇所の計 3 箇所に舘が

取 り つ け ら れてある 。
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54 漆塗膜の養生
Facing the urushi coatmg 

55 漆塗）l莫の接許( 1 )
Fixing the urushi coaling 
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Fixing the urushi coallny; 

,,7 漆喰）l災の 1如"i:( 3 )
Fixing Lhc urushi coaling 
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l1.i111,1.wi/n 

60 漆固め( I )
ms/1i wlla1111• 

f(iwasaln 

ゞ... ~· 、
.~、~~ｷ ヽ· ヽ. . .'\•, 

ヽ
ヽ．t ,. 

. ..,'-• "Ii 

• .• 冠― ~ 怠 ．ヽ彎、
'i;' ・ご . ... :Aｷ ••'·. 呵. .. • • 

いざ● ，｀
l~~ ~• , 

・ さと一 、．

m~~ も!~・~'· rr'"-· . 
msl,i w1ta111e 

｀写 •囀鳥，

罰
d

62 新補の足掻留め
Newly-aclclccl agal,idome 

。

Cleaning the surface of the f<almto



64 しころ の補色( 1 )
Toning the shil10ro 

65 しころの補色(2)
Toning Lhe sl,iltoro 
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眉庇には鍬形と祓立の台 を三光鋲で留め、 3 箇の鋲の ! ·.部 には ，,; :ji j!:'. 家の丸に十文字紋が刻まれてお り、

鍬形台と祓立台には丸に I 文字紋、化 卜 り +1叫紋、）州＇れ などが刻まれてある。

しころは、兜鉢の後姐部から見'. i にか けて 防兜する小札の綴椒をいう 。 上より鉢付の板、 二の板、 三の
うな 1/） とじ ひしぬい

板、四の板、と名づけ、最 卜.段 を 必統椒 と 占い、必統板にはuu ~ 11 綴と菱縫が施される。畦 1-1 綴は色糸 を数
た＜ぽくぐみ

色組み混ぜた啄木糾の糾み糸を 川 い、必縫は、斜め I · 文字の飾り純いのことである 。

札板の構造は、 0. 5mmn: の一枚 りを 2 枚！！古り爪ね、 補強のため 111闊 4.5 mm、高さ 3 111111の棺円の形状をした鉄

の芯棒を札板の長さに沿わせなが ら 中 央に ;;り き 、 さらに芯枠の ! ·. Iヽ｀には 3.5mm間隔で 2-2.5 111111の穴が窄け

られ、平状の叩紐を穴に辿し螺J促状 に絡 ませ札板 と 鉄の心枠を繋 ぎ 止めている 。

繋ぎ止め られた札板の I ·. 1(1 i は、刻＇戸漆で盛り I ·. げられ、 二 l 数枚の小札が階段状に巫ねられてあるよ う

に見せかけた手法がとられている 。

刻苧で形が込 ら れた I ·. I (1 i 部分 には、 化枝文4焔のエンボス ）JI I 「力ゞ施 された0. 3 111111)'/ の 地:: ,'化 を 似い被せ、 •l~.

側の際に 2 111m程折り込み、膠で貼 ら れてある 。

革紐で固定された鉄の心枠 と 、折り返 さ れた 礼j. ,'化 の段），＇.. ：を 卯めるために漆分の極め て少な い 卜地が2度、

横方向に刷毛付けされ、衣而がり）［がれており、 ：且漆が数）支喰られている。 エンボス /)II 1: されたよ側の か： 0

表面にも極めて苅＜ ！，凡漆が喰られてある 。
ょ 11 1 が I/ おどし

鉢付の板から菱統板にかけて 1 3 1:"(;'j 所の奇索懸威が施 され、 Iｷ. トの札が一定の間で1巾紛できるよう , ·_)"·

れている。しころの形態は、 中途にふ＜らみのある股瓜の形に似た亜れ方の餞嗅し ころで、 江戸 II、'i=代 に複

古調で製作された古式とされる 。

吹返は、 眉庇の左右にみえる、 しころが後ろに）又り返 っ た所で、況費料では 5 段あ るしころのうち 2 秒

が吹返されている 。 しこ ろの鉢付の板、 ．．の板 までをひね り返 し、鉢付の板の吹返の内側に 2 枚 II の札板

が少し重ねられた状態で添って おり、表 川 i には、 渡り物の絵 ii"--: の ），';-J !J 1 : 1 に小緑 印が貼 ら れ、絵かと小緑 :'i-: の

突き合わせ部分に紺、 ii} j 筑、 i' I 、 紫、糸［の 色糸で飾紐い さ れに伏糾が紐状に縫い付けられ、 伏糾の 内側の
J えもんかなく·

周囲を小桜鋲で留め、 中心よりやや I ·. に ，I'.:j i Itｷ 家の丸に I · 文 ;, :紋が人 i しられた JJ,叶 文 金具か取り つ けてあり、
吹返の際には金具廻り が施されて い，o/ 0 

ー の板の吹返には、 しこ ろの必縫板の飾縫いと j, i ] じ Iii 「~ II 綴、必縫がなされて いる 。



18 

法菫

誠人。長44.2cm 最大輻52cm 高さ 27.4cm

損傷状態

視探料は、 しころの内側部分が許し く 損似し表側 に返す'-]';が出米ない凡険な状態で搬人された。

叫裏には、百頂刺 しと呼ばれる布が貼 られており、 前 ，［中部分のイI i地 に、？揺図的な裂かれが見られる。 こ

のイIi地 には、銘兄の孔が付け られてあるが、銘を確認する 'j,;. が出米なか っ た為、 、？揺図的に裂かれた討); だと

息われる 。 布の裂 け II から鉄鉢に刻まれた銘を探したが確認する ' j ,;. ができなか っ た 。

内側の版巻に巻かれてある）l炉,•, の後」卜中 に L 字に裂けた屈亦が兄 られる 。
めがd

しころ部分の鉢付の板と 二の板の部分において 5 箇所に札板の仲縮 !' I 在を貿めている足1蚤留めがされて
い るが、吹返奇り の/1 ~れの 2 箇所を除き 3 箇所の足掻留めの,'化紐が欠失している 。 また、漆の冷）l如~m分に

後袖の修J叶！．箇所を数箇所確認した。

しころの災側令1本に冷られた裕）l莫表而に朽れが兄られ、鉢付の板、 口の板、 三の板、 四の椒、必縫板の

部分には刷t付け された漆下地）粋に芋のイ"'縮によ っ て縛が仝1本に牛じ坪き I ·がりが兄 られ、 一部には徐膜

の欠浴と欠失がおこ っ ている。また、こ の lぷii大I とは別 に、 しころの札板 を Lから 1ヽ｀ヘイ" '縮 1' 1 在に辿按して

いる）成がかえ っ て災いし、威糸を通す為に窄けられた穴の周 I川の漆 Iヽ・地）竹に も 同じす111蒻が兄 られた。

打に、義縫椒 と 吹返に飾縫い された畦 H 綴、 蕊縫いの周 IHI に剛l知の1幼みがI懇＜飾縫いに沿 っ て訓かい浮

が悩状に）ムがり ~t- うじて付いている状態である 。

兜の表側には、 損1蒻がほとんど見 られなかったが、） I~ れの鍬形は失われており、祓 立台内に は、 挿人さ

れたままの前物が根元部分を残 し残留してあ るのが認められた。

兜を 卜.顎の部分で固定させる忍の緒と総約が失われていた。

修理方針

I 1111 り は、鉄、 •'1',: 、漆、繊糾などの索材が） ll いられた複合滋術である 。 視査料は4屈こ漆と 繊糾．：が接する箇

所の1均みが酷く従米の漆での接オ'}を行 っ た場合には、繊維を約す恐れがあるので、 しに膠を 中心 とした現

状維特修J・用 を碁本に周皿 との調和 をはか っ た 。

しころ部分の鉢付の板と 二の板を留めている 3 箇所の欠失した足掻佑めの）文糾 を新しく補い、忍の緒、

総fり を 新調し取り 付けた。

現査料は搬人II、'i' 、 1蒻みが酷 く表に返す事が出米ない状態だ っ たので漆唸膜の核打を俊先した。

修理工程と内容

(1) 調杏および互具の撮影

祝費料の索地や漆塗膜などの技法訓査を行うと 同 11か に祝状を与:J計蔽彩によ っ て記鉢にとどめる。また、

低んだ経糾しを推測し蔽善の修理を行う為の訓査を 加 える。

(2) 兜の受け台製作

兜の修埋を行う為には、 し っ かりとした安定感のある兜の受け台が必要であり、ベニヤ板 6 枚を、兜の

後方の断面の形におおよそ切りぬき、放射状に配置し骨格とした。骨格の間には発泡スチ ロールを差し込

み、鼈熱カッタ ー を用いて、ベニヤ板に沿 っ ておおよその形に発泡スチロールを切り取り、 f應で調整 し原

即とした。

I -—- -
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原型表面に樹脂と木粉を混合 した物 を箆付け し、 40 メッシ ュ の麻布 を 1 枚被せ屹媒させた。 この作業を

数度繰り返し原型表面 を強化 した 。 強化された受け台 に兜 を仮 ;;,;: きし、空隙 を確認 した後 、 その 部分に樹

脂と木粉を混合した物で允限 を 行 な い、 この作業を数）文紐り返し、表側の兜の JI多に近づけ た。

造られた受け台の表血に糾lで必涙紙 を 4 枚貼 り重ね、兜 を 凶い た 11、'i= に、 接 した I (1 iが傷まないオ菜に , : 大 し

この受け台の4、'i:徴 は、人部分が発泡スチロ ールで出米ているので軽 く、 災所は樹脂 と 本粉で強化されて

おり丈夫な、点である 。 修J叫作業を進める 卜 で、 軽姑ゆえ , , , ,,, に灼度 を変えられて、 的確に修J・用が出米

うに工夫した。

(3) 漆劉l如の -i!tlIｷ: 

剥落した喰股と糾落の危険のある 冷）l如箇所に小）『 に 切 っ た雁皮紙 を糊で貼り 、作業中 での船l 裕 を ］勺i)j し

(4) 漆塗膜の接着お よび掃除

漆下地の浮き上がった塗膜の接,i"t- に、文1次性のある 軟靱膠と 三千本膠の 2 種類を用いた。 合汝川 として

三千本膠20パ一セント 溶液 を 川 い 唸膜の強化 と 共 に ）l蓼の被）l岱 をつくり接着の効果を高めた。 接許川 として

軟靭膠を用い たが、 単品では扱いにくく 三 千木）j蓼を 加 え調節しながらプラスチック ・ クランプで｝十府 を J. ヽ

こな っ た 。 クランプを解除後、 ） I: イ''j°- 部分 を確認し漆命）j災表面に付着 した膠を丁寧に拭きあげ、押 え きれ力

い部分に対して再度接貯を行な っ た 。

※吹返と 菱縫板に飾縫い された1111 ・： 11 綴、蕊縫の ）訂IIJ!=I の浮き上がっ た塗膜に膠を含浸する際、同時に繊維

ヘ膠が浸透してしま うので、唸）炭の ） ,-: イ午後、 )j蓼が汝透した繊維に対してスポイトで適聾の水 を 加え、 テ ィ

シュ紙を置き指で圧）J を ）~II え余分の )j蓼を取り除いた。

(5) 際錆

下地は、極めて漆の分 ：化の少な い ）l蓼 ド地 に近い 卜.地付けがされてお り、）訂JIJH の 露出 した1辻也 との調利 を

はかるため、京都）辛の 1 廿利地の粉 に三T本）j蓼を ）JI I えた ）j蓼 ド地での際納をおこない、余分な錆は糾\棒又は、

細い木棒の先端を鉛箪状に削 りウエスなどのイり を 包み込んだもので l 窮に拭き I ·. げた 。

(6) 漆固め

劣化した漆塗膜表面 と下地部分を補強するため、ク リ ーンソルで希釈された生正味漆を珀に合 ませ、糸威

を避けながら含浸をおこない、拭 き上げた後 1 時：間ほどお き 、 更 に表面に残された漆を残さず拭 きあげ

(7) 新補の足掻留め

欠失した 3 箇所の足掻留め部分に鹿革の紐を取り付けた。

(8) 兜の表側の掃除

鉄鉢、しころ表面の塵や埃などは平刷毛または筆を用い て払い落 とし、付許 した朽れは、 綿棒と、訓い

木の棒の先端を鉛箪状に削りウエスに包み込んだ布に、催かな湿氣かエタノール溶液 を合ませて拭 き I -·_ い

I 
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(9) しころの補色

しころに施されたエンボスの表面には、 墜られた漆が擦れに よ っ て剥げた部分が価かではあるが見ら

れ、この部分は銀に少批の膠を加えて溶き、 鉛で補色を行な っ た 。

あげよ

(10) 忍の紹、総化の取り 付け

兜令体の 1苓 IJH気を担なわないように兜の忍の紹と総灼 には、 古代の紅風に染め上げられた糾糾を取り付

けた 。
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On the R 

in the Collection 

f "Kabuto" of the Shimazu Family 

f The Metropolitan Museum of Art 

Name of the objecl : " lくabuLo" of the Shimazu Family 

Owner : The Mclropolitan Museum of Art, U.S.J¥.. 

Measurements : Max. depth 44.2cm, max. width 52cm, heighl 27.4cm 

Inventory number : 14. 100. 44 

Introduction 

［し],、_, himazu family in Lh 

U.S.A. was r 

Objects Oversea 

Properties, Toky 

This report pr 

conducted with th 

armors. 

f Th rativ 

1 of しh

f The Metropolitan Museum of Art, 

Conservation of Japanese Arl 

National Research Institute for Cultural 

ver a period of aboul Len months and was completed on March 20見 200

records of new knowledge oblained from the restoration, which wa 

peralion and advice of Ozawa Masami who specializes in the restoration of 

Background Information 

Materials, shapes and d 

continued to chan 

tactics. 

During the Heian and Kamakura periods (] zu, -13u, centuries) when cavalry-sly le fighting in 

which arrows were shot from mounted horses was Lhc mainstream, new styles of armor wer 

produced based on experience and inventive idea 

In the N ambokucho period (14L11 cenlury), many castles were built on mountaintops, and local 

fighting and attacks on castles became Lhe mainslream. Since most of the fighting was done on fool, 

the need arose for lighter armor that would allow easier movement of the leg 

During the time of Onin no ran (Onin War, mid-Muromachi period, 15th -16th centuries), armor 

became more decorative and elaborate, and the slyle of helmets shifted from suji kab叫o lo alwdonari 

suji kabuto. From this time on, battles were constantly fought all over the country, and organized 

troops on foot called ashigaru butai became the main force. Since fighling was done mainly by groups 

on foot using long spears and guns, a simpler way of manufacluring armor became necessary. 

With the appearance of guns, new, greatly improved armor was crcaled while the good fealur 

of conventional armor were maintained. New types of armor were designed to protect every part 

the body. It was also during this time that practical and unique helmets with strikingly original 

designs came into fashion among feudal lords and samurai commander 

[ J apancse armor as well as techniques for their manufactur 

period, wilh Lhe devclopmcnl of weapons and changes in mililary 

L
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In the early Edo period (early 17th century), with the technical advancement of guns, it became 

more popular to make the iron substrate of armor thicker, and trial shootings were done to test their 

power. Armor with bullet marks came to be known as samag訟okzル， li tera ll y meaning armor (gusoku) 

like Lhosc Lhat would withstand bullets (sama in Japanese meaning "like"). 

/¥ILhough mosl helmets from the !ale Muromachi period Lo the early Edo period (mid-16th -early 

171h cenluries) were praclical and simplified, as the country cnlered a long period of peace when armor 

was no longer needed, decorative armor reminiscenL o[ Lhc pasl began Lo be preferred and manufacturｭ

nam 

ncl of the Eclo period (mid-19th cenlury) when Lhe western way o[ fighling was 

n agiliLy in battle caused th 

'incc armor is considered to be symbolic of th balllefield 

ｷLransrniLLccl [rom gencralion Lo gencralion as a [amily 

Lor and as a symbol of Lhc succession o[ Lhc family 

The helmet rcslored in this Projecl (herca [Lcr Lhe fくab11 !0 ) was re-made in the late Eclo period 

using an old iron helmet bowl, one of the relics of Lhe Shimazu family manufaclurecl somelim 

bclween the late Nambokucho period and early Muromachi period (somclime in Lhe 1狂 cenlury).

f the characteristics of this Kab瓜o is found in th 

加bisashi, fukigaeshi and shikoro (the visor, side protector and neck guard, rcspcclively). Generally in 

しhi s lechnique, paper or leather is placed between wooden rollers on which a paltern has been carved 

｀＾ し h a t the pattern would be embossed onto the paper or lealher. This lcchnique can be lracccl back 

ralive lcalhcr Lhal covered the walls 

It was inlroduced Lo Japan during Lhe middle of the 17th century 

f the shilwro of the 

/(a/J11!0, however, is coated with black urushi, something that cannol be seen in European embossed 

lealher. Thus, a uniquely Japanese technique of urushi lwral,awa was used in Lhis ca 

rushi was used as an adhesive during the Stone Age and as a coating material during Lhe Jomon 

period (c. BC3000). Decorative earthenware colorfully coated with black and vermilion urushi and 

urushi objects with wooden substrates have been excavated. 

rushi, which has been used as an adhesive and coating malerial for over thousands of years, is 

d of urushiol, water, laccase and polysaccharides. When laccase absorbs oxygen in the air, it 

Lhe urushiol. (Laccase is most active at a temperature of 20 -25℃ and humidity of 75 -85% 

Rb.) 

Once urushi has completely hardened, it is resistant to acid, alkali and solvents. It is also highly 

waler repellant and does not decompose because of microorganisms. By coating the surface of a 

ubstrate with urushi, the substrate becomes stronger. Urushi is also used for decoration, and many 

decorative techniques have been created such as raden, makie, choshitsu, chinkin and kinma. Makie, 

in particular, is a technique unique to Japan and cannot be seen in any other country. 

One of the oldest and most valued objects among the wooden, urushi-coated weapons excavated 

I - -
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in Japan is pieces of ancient armor coaled w i しh urushi. Excavated [rom Iba Sile in Shizuok 

prefecture, the armor is considered Lo have been used in rituals during Lhc late Yayoi period (".lrd 

century). The surface is carved with geometric paUerns and colored with vermilion and black urushi 

It is very unusual that the object did not completely return to soi 1 響

It is extremely important that urushi, an outstanding material, wa 

arms and armor that would have affected the outcome o[ a country. /¥.s a result, brilliant and digni[1 

armor came to being throughout the history of Japan. 

Outline of the Restoration 

-Shape, materials and structure 

The Kabルto, with the exception of the .iron helmet bowl, was manufactured in a style reminiscent 

of the Muromachi period (late 14u, end o[ the 16lh centuries). The gloss of the Kab瓜a is slight! 

r し h e entire surface of the helmet bowl to protect it fron 

corrosion. 

The iron plates that form the helmet bowl of the Kabuto are arranged, one overlapping another 

and starting from the center of しhe back and moving to the right and left until they meet again at th 

center of the front. Koshima/a:, a skirt-like piece composed of pieces of iron plates that are wrapped 

with leather, is attached at the bollom of the helmet bowl. Rivets called hoshi are used to join th 

plates. When small rivets are arranged in numbers, the style is called nukaboshi. 

The Kabuto is what is known as a so町u ni lien hoshi lwb辺o and has 462 rivets in total. Of th""ッゞ 9

139 were identified to have been used anew during the late Edo period. These were found on thr 

central plates at the front, two centra I plates at the back and on the plate around the lwshimalii. 

The aoiza (the first layer of hachimonza), which is about 7mm thick, is decorated with liebori, or 

fine line carvings, and held down with rivets that penelrale to the inside of the helmet. The Ii如za (tiｷ 

second layer) is placed around the opening in the middle of the aoiza. Then there is a washer-like pi 

The total height of this decorative hachimanza is 1.65cm. The inner diameter of the upper openin 

called tehen no ana is 2.2cn 

There is a metal ring called lwn on the center plate at the back which is said to have b 

to attach a banderole. There are four holes known as hibiki no ana on the lower part of the helmet 

through which a code for tying the helmet lo the head was passed. 

In the middle of the mabisashi is a piece of Chinese designed leather called egawo, and surrounding 

it and parallel to the shape of the mabisashi is another piece of leather about 1cm wide used lo 

reinforce the egawa as well as for decoration and known as lwberigawa. Kobe嗅仰uo is also called 

sho加gawa if the design, as on the Kab凶o, is that of iris ( sho如） in white against a navy background 

The egawa and koberigawa of the Kab叫o are sewn together by a cord of four colors - navy, greenish 

yellow, white and red - and further held in place by 9 rivcls in the shape of a cherry blossom. Th 

edge of the mabisashi is covered with a metal [illing and しh e reve r 、

vermilion velvet. 

The inside of the helmet bowl is lined with gold [oil, which was applied directly onto the iron 

substrate by using suri urushi technique. There is an inner lining to prevent direct contact between 
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the head and the helmet bowl and to serve as a shock absorber. This lining is composed of a crossｭ

haped leather piece and a crepe cloth that is stitched finely on the surface using a technique called 

momoezosh｣to reinforce the cloth. 

Deerskin is used for lwsh切wk£whi ch is held in place by 13 split rivets. The deerskin and the inner 

lining arc sewn together with a twisted thread of white and greenish yellow, using jabara fusenu｣ 

litchin 

Two metal rin f the lwshimaki slightly toward the 

mabisashi, and anolher one is found at the center of the back for use in fastening the J(abuto 

The sockcls for horn-shaped helmet crest known as lmwagala and haraidcde are attached lo th 

rivels called sanlw byo. The 雇切0町i family crcsl (circle vvith a cross in the 

himazu fan廿 l y is engraved on these rivels. There arc designs of Lhc jumonj£fan廿 l y

rcsl, paulownia and cascading flower crest, and floral scrolls on lhc lmwagala and hara｣dote socket 

The sh｣/wro is a set of overlapping layers of reclangular lealher pieces called lwzane thal extend 

from lhe back of the helrnel bowl toward the sides of the hea d. '「he layers are called, from lhe lop 

lo Lhe boltom, hachizulee no ita (the layer closest to しhe hclmcl), ni no ila, san no ila, yon no ila and 

hisl,inui ila (the lowest layer). Two kinds of stitching may b n on Lhc lowest layer: unametoji and 

恥hinui. The former is a type of stitching using strings of various colors braided in laA叫ubo脳gu1幻

knotwork while the latter refers to decorative diagonal cross-stilching. 

tructurally, the sane ita pieces consist of two pieces of leather 0.5mm thick on a horsesho--

haped iron core piece about 4.5mm wide and 3mm thick. Holes about 2 to 2.5mm in diameler ar 

made at intervals of 3.5mm along the core piece, above and below it. A flat leather cord is laced 

しhrough the holes, spirally joining the sane ita and iron core. The upper surface of th 

mounled wilh lwl,uso urushi to make it appear as if there are twenty some layers of lwzan 

The lcalmso-mounted surface is covered with a 0.3mm thin leather on which a floral pattern ha 

been embossed. The edge of the leather is folded back approximalely 2mm toward the reverse side 

and fixed with animal glu 

To smooth out the differences in level of the sane ita, which have been fastened with a leather 

rel, iron core and thin folded leather, two layers of foundalion conlaining very little amount of 

urushi is brushed on horizontally. The surface is then polished and black urushi is applied several 

times. A very thin layer of black urushi is also applied on the embossed surface. 

Yosesugake odoshi, a special way of fastening sane ita with a cord, is used at thirteen positions 

from Lhe hachizuke no ita to hishinui｣ta so as to enable the leather pieces to expand and contract 

regularly. The style employed here is reminiscent of styles seen on helmets of earlier days. Since the 

hape resembles a bun, this type of shikoro is called manju sh、i!wro, the word manju in Japanese 

meaning "a bun." 

The ful,igaesh、i is that part of a helmet where the right and left ends of the mabisashi are curved 

back and extend to the hachizuke no ita and ni no ita of the sh、ikoro . A second sane ita is attached 

to the part of the hachizuke no ita which also serves as the Ju版gaeshi . The surface of the fukigaeshi 

is also decorated with Chinese egawa and koberiga加a, which are sewn together with a decorative 

加shigumi stitching using a thread of five colors —navy, greenish yellow, white, purple and crimson. On 

I 



"!(叫）11/0" J97 

the inner side of the /ttshigu, 叫 slilching and parallel lo lhc slilch 

blossom.ｷSlightly above lh 

family crest of a er 

The portion of Lhe 11i no ila Lhal serves as a parl of Lhc Jiィlugaeshi

side of the hachizul,e no ila Lhat also serves as a part of Lhe /uluiaeshz. ralive una切etoji and 

hishinui stitchings same as しh ose used on Lhe hishi111ri ila of Lhe shi/, 〇 ro is [ound 

-Condition of damage 

When the fGゆ1tlo was brought lo Japan, the inner sid 

that it was dangerous to turn the helmet over Lo Lhe posilion that it would normally be worn in 

The inner side of the l(abuto was lined with a cloth Lhal had been reinforced with mo1,, 以oezas厄

stitches, but an intentional tear was found on lhis cloth in the center of the front porlion. Thi 

intentional tear is believed to have been made in an atlempt to read the inscriptions on the helmel ever 

though しhere was a special opening on Lhe clolh for that purpose called meimi no ana. An attempl wa 

made again to look for the inscriplion o n しhe helmet bowl from the tear of the cloth, but it could nol 

be found. 

There was an L-shaped Lear al lhe center of the back portion of the deerskin on the inner sicl 

of the lwsh加ahi.

There are five agal,idome faslenings on lhe portion where the hach諏ke no ita and ni no ita of 

the shilwro join in order to prevent lhe sane ita from moving about. However, with the exception of 

the two on the right and lc[l of the fi必goeshi, the leather cords of three agakidome were missing. A l ッッ ，

there were several places on Lhe urushi coaling where traces of previous restoration were found. 

The surface of the urushi coating on Lhe en Li re i nncr side of the shilwro was soiled and the layer 

of urushi foundation thal had been applied wilh a brush to the hachizuke no ita, ni no ita, son no ita, 

yon no ita and h応如畑i ita had b 

some areas the urush1 

sane ita of the shilwro was connected from the Lop lo bottom by odoshi lacing to give flexibility had 

caused damage, and there was similar damage on しhe urushi foundation around the holes made for 

lacing. 

Damage to the urushi coating was especially serious around the decorative unameloji and hishinui 

stitchings on the hishunui ita and fulzigaeshi. There was a belt of minute liftings of lhe urushi coatin ~· 

along the decorative stitchings so that the urushi coating film was barely clingin 

Hardly any damage was found on the outer surface of lhe helmet. However, ~ 叫畷虚 on the lc[l 

and right were missing and their broken roots were found inserted in しhe haraidal 

The shinobi no o straps used to tie the helmet under lhe chin and agemrzlii were missing. 

-Restoration policy 

A helmet is an object of multiple genres of fine arl using malcrials such as iron, leather, urushi 

and textile. Particularly in this Kabuto, damage was mosl serious in areas where urushi and textil 

join, and it was feared that the textile would be affected if convenlional method of restoration using 
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urushi were to be applied to these areas. So it was decided to focus on restoration using animal glue 

and lo make adjustment with the surroundings while basically maintaining the present condition 

The Lhree missing leather agaliidome cords joining the hachizul,e no ita and ni no ita of the 

upplied and newly-made shinobi no o and agemalti were attached. 

at the time of arrival was so severe as to make it difficult to turn the helmet over, 

iven to fixing Lhe urushi coating film. 

-Restoration process and content 

(I) J nvcsligalion and photography 

lnvcsligalion was made of Lhe subslrale and urushi coaling film. i¥.L Lhc sam 

f Lhc present condiLion for documcnlalion. This is a n 

Loralion mighl b 

し irn c, pholograph rヽ

in surmising th 

ln order lo do restoration work on the helmet, a firm and steady working stand was needed. Six 

were roughly cul oul into parts of the shape of the f〈rrb囚o -its le[t, right and back 

secuons-and 01aced in a radial to form the skeletal structure. Polystyrene foam was placed in th 

and carved to match the shape of the plywood sし ructure by using an electric 

uller. Final adjustment was made by using a file. 

!¥.. mixture of resin and sawdust was applied with a spatula to the surface of the mold. Then a 

110-mesh hemp cloth was placed over it and dried. This step was repeated several times to strengthen 

しhe surface of the mold. The helmet was temporarily placed in the reinforced mold. After checking 

the spaces between the Kabuto and the mold, a mixture of resin and sawdust was filled into the spa 

This step was also repeated until the shape of the outer surface of the helmet was completed on th 

mold. 

f Mino paper were adhered to the surface of the completed mold with paste so as 

not to damage しhe surface of the helmet when it was placed on the working stand. 

The characteristics of this mold lie in the fact that it is light, most of it having been made of 

polystyrene foam, yet strong, the most important parts having been reinforced with a mixture of resin 

and sawdust. IL was designed to be light in weight so that appropriate restoration work might be clone 

from different angl 

(3) Facing the urushi coatin 

mall pieces of gam/Ji paper were adhered with paste to parts of the urushi coating that had 

become lifted or were in danger of exfoliating so as to protect them from any further exfoliation 

during restoration work. 

(4) Adhering and cleaning the urushi coating film 

To adhere the coating film that had become lifted from the urushi foundation, two kinds of 

animal glue were used, a more flexible nanjin nikawa and sanzenbon nikawa. A 20% sanzenbon 

nikawa solution was used for impregnation. This helped to reinforce the urushi coating and to increase 

adhesiveness by making a film of nikawa. Because it is difficult to handle nanjin nikawa by itself as 

an adhesive, it was adjusted with sanzenbon nikawa for application. Plastic clamps were used for 
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pressing. After removing Lhe clamps and checking Lbe applied areas, nilcawa lefL on Lhe surface of Lh 

urushi coating was carcf ully wiped off. Parls needing more pressing were re-adhered. 

*When animal glue is impregnated Lo parls of the lifted urushi coaling around Lhe decoraLiv 

n Lhe fi4,/,igaes}竹 a nd Lhe hish切 Iィi ila of Lhe shilwro, animal glu 

aLing film, animal glu 

the fibers by applying a smal I amounL of water, しhen placing Lissue paper over Lhe fibers and 

pressing clown wiLh Lhe finger 

(5) Kiwasab｣ 

The foundation was very si111ilar Lo a nikawa foundation that contains very litLle amounL of 

urushi. In order to match Lhe surrounding exposed foundation, a nilcawa foundation consisting of very 

fine jinol,o from Yamashina district of Kyolo and sanzenbon niliawa was applied to the edges of Lh 

coating fi Im for /, 珀iwasabi lrcalmenl. Ex ;abi was carefully wiped off with a cotton swab or a Lh11 

stick sharpened like a pencil and wrapped with a cotton cloth. 

(6) Consolidating the urushi coaling 

To reinforce the surface of Lhc clclcriorated urushi coating and foundation, kガ0叫 urushi clilulcd 

with Cleansol was impregnaled wilh a brush, carefully avoiding the ito odoshi, and then wiped away. 

After leaving the surface Lo dry for about an hour, excess urushi was completely wiped away. 

(7) Restoring the agakidOJ加

Cords made of deerskin were used for the three missing agakidome. 

(8) Cleaning the outer surface of the helmet 

Dust on the surface of the helmel and shikoro was swept with a flat brush; stubborn dirt wa 

wiped off with a cotton swab and a thin stick sharpened like a pencil at the tip, and wrapped with 

cloth slightly moistened with water or ethanol solution. 

(9) Toning the shilwr, 

Urushi that had been applied on Lhe embossed surface of Lhe shilwro had peeled off al places du 

to abrasion. Chinese black ink mixed with a small amount of animal glue was applied with a brush 

for toning. 

(10) Fixing the shinobi no o and age切aid

A set of cords dyed ancient red was used for shinobi no o and agemaki, taking care not to spoi I 

the overall atmosphere of the helmet. 
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